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新しい農業委員が決まりました
椎
葉
村
農
業
委
員
会

　
　

委
員
一
般
選
挙

　

任
期
満
了
に
よ
る
農
業
委
員
の
選
挙
が

７
月
１
日
に
告
示
さ
れ
、定
数
９
（
１
減
）

に
対
し
同
数
の
届
け
出
が
あ
り
、
無
投
票

で
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
村
議

会
、
日
向
農
協
、
共
済
組
合
か
ら
推
薦
さ

れ
た
３
人
（
１
減
）
を
合
わ
せ
、
合
計
12

人
が
新
し
い
農
業
委
員
に
就
任
し
ま
し

た
。（
任
期
は
３
年
）

　

な
お
、
７
月
23
日
に
は
改
選
後
初
の
農

業
委
員
会
総
会
が
招
集
さ
れ
、
会
長
に
那

須
宗
則
さ
ん
、
会
長
職
務
代
理
に
黒
木
守

さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
農
業
者
と
行
政
の
橋
渡
し
役
と
し

て
、
本
村
の
農
業
を
守
る
活
動
に
ご
活
躍

い
た
だ
き
ま
す
。

▲当選証書付与式（７月７日）

村
の
農
家
と
農
地
を
守
る

　
　

椎
葉
村
農
業
委
員
会

　

農
業
委
員
会
は
、
法
律
に
基
づ
き
、
一

定
以
上
の
農
地
面
積
の
あ
る
市
町
村
に
は

必
ず
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
機
関
。

　

農
業
の
発
展
と
農
業
者
の
地
位
向
上
に

寄
与
す
る
た
め
に
も
う
け
ら
れ
、
選
挙
に

よ
る
委
員
と
、
推
薦
に
よ
る
委
員
で
構
成

さ
れ
た
合
議
体
の
行
政
委
員
会
で
あ
る
。

　

※
業
務
内
容
は
次
の
と
お
り

許
可
関
連

・
農
地
一
筆
ご
と
の
権
利
移
動
等
の
許
可

・
農
地
の
権
利
移
動
等
を
内
容
と
す
る
農
用

地
利
用
集
積
計
画
の
策
定
に
関
す
る
意
見

・
市
町
村
の
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の

策
定
に
対
す
る
意
見

・
農
地
転
用
の
許
可

・
農
業
生
産
法
人
か
ら
の
定
期
報
告
や
要

件
を
欠
く
お
そ
れ
の
あ
る
法
人
に
対
す

る
勧
告

農
地
等
の
利
用
調
整

・
農
地
等
の
利
用
関
係
、
交
換
分
合
の

あ
っ
せ
ん
等
、
担
い
手
へ
の
農
地
流
動

化
促
進
の
た
め
の
措
置

・
農
地
等
の
利
用
関
係
の
紛
争
に
対
す
る

仲
介

そ
の
他

・
意
見
の
公
表
、
行
政
庁
へ
の
建
議
、
諮

問
に
対
す
る
答
申

・
農
業
及
び
農
業
者
に
関
す
る
事
項
に
つ

い
て
の
啓
発
、
宣
伝
や
調
整
、
研
究

■
問
い
合
わ
せ
先

　

椎
葉
村
農
業
委
員
会 

事
務
局

　
（
役
場 

農
林
振
興
課
内
）

　

☎
０
９
８
２―

６
７―

３
２
０
６

那須 盛男
（62歳）

（尾田山中）

荒竹 和久
（49歳）

（竹の八重）

黒木 市尾
（66歳）
（栂　尾）

尾前 義弘
（61歳）
（尾前上）

那須 宗則
（70歳）

（古枝尾上）

会　長

黒木　 守
（64歳）
（仲　塔）

会長代理

那須 定光
（52歳）
（大久保）

那須　 悟
（58歳）
（上福良）

椎葉 一光
（51歳）
（合戦原）

清田　 泉
（53歳）

（向山日当下）

《農協推薦》

右田 圭之
（50歳）
（川の口）

《共済推薦》

中竹 直人
（47歳）
（栗の尾）

《議会推薦》

※敬称略
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「すくすく子育て学級」

親子で遊ぼう！ リズム遊び♪
　７月 14日、すこやか館で行ったリズム遊び。今回は、白浜
学園（日向市）のみなさんの指導で、歌や音楽に合わせておどっ
たり、親子でふれあい遊びをしたり、絵本を読んでもらったり
と、たくさんの体験をしました。また、おやつの時間もあり、
子どもたちも大満足。笑顔いっぱいの一日でした。

　

毎
月
一
回
開
催
し
て
い
る
「
す
く
す
く

子
育
て
学
級
」。
児
童
館
・
保
育
所
に
通

う
前
の
乳
幼
児
が
い
る
家
庭
を
対
象
に
、

毎
月
案
内
状
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
毎
回

い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
い
る
の
で
、
お

母
さ
ん
同
士
の
交
流
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の

場
と
し
て
利
用
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
と
し
て
は
、
調
理
実
習
（
歯

に
良
い
お
や
つ
づ
く
り
）、郷
土
料
理
（
豆

腐
づ
く
り
、
煮
し
め
、
そ
ば
団
子
汁
）、

園
芸
（
プ
ラ
ン
タ
ー
菜
園
）、
工
芸
（
藍

染
め
体
験
、ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
づ
く
り
、

フ
レ
ー
ム
づ
く
り
）、
親
子
ビ
ク
ス
な
ど
、

様
々
な
体
験
が
で
き
ま
す
。

　

各
地
区
の
婦
人
会
か
ら
、
子
育
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
も
来
て
い
た
だ
き
、
お

母
さ
ん
た
ち
が
活
動
中
は
、
子
ど
も
た
ち

と
遊
ん
で
く
だ
さ
い
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
ゆ
っ
く
り
活
動
で
き
ま
す
よ
。

　

案
内
が
来
て
い
な
い
マ
マ
友
の
参
加
も

大
歓
迎
！　

み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
ぜ
ひ
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

福
祉
保
健
課 

保
健
予
防
係

　
　

☎
０
９
８
２―

６
８―
７
５
１
０

子
育
て
マ
マ
の
応
援
団
！

す
く
す
く

　

子
育
て
学
級

▲カメラ講座で笑顔をパシャ！
（６月18日）

▲春野菜を使った料理づくり
（４月24日）

▲野菜を育てよう
（５月20日）
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支
部
大
会
の
出
場
権
を
か
け
た
男
た
ち
の
熱
い
戦

い
。
椎
葉
村
消
防
操
法
大
会
。
競
技
会
と
し
て
行
わ

れ
る
ポ
ン
プ
操
法
。
だ
が
、
村
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
消
防
団
員
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
火
災
発
生
時
、
真
っ
先
に
現
場
へ
直
行
す
る
の

は
消
防
団
員
で
あ
る
。
指
揮
に
従
い
整
列
、
点
呼
、

人
員
確
認
。
消
火
活
動
で
の
迅
速
か
つ
無
駄
の
な
い

動
き
は
日
々
の
練
習
の
成
果
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
我

が
身
を
も
守
り
、部
の
結
束
も
強
固
な
も
の
と
す
る
。

　

今
年
度
は
上
位
３
チ
ー
ム
が
支
部
大
会
へ
出
場
す

る
。各
部
と
も
数
多
く
の
練
習
を
積
み
重
ね
て
き
た
。

平
成
７
年
以
降
大
会
で
優
勝
し
て
い
る
の
は
４
つ
の

部
の
み
。
本
部
が
４
回
、
２
部
が
３
回
、
７
部
が
３

回
、
11
部
が
２
回
。
上
位
を
常
に
独
占
し
て
き
た
。

そ
し
て
、今
年
も
こ
の
４
強
の
争
い
と
な
っ
た
。勝
っ

た
の
は･･･

。
３
月
よ
り
練
習
を
行
っ
て
き
た
11
部
。

握
手
を
し
、
抱
き
合
い
、
喜
び
合
っ
た
。

　

次
は
日
向
市
で
の
支
部
大
会
。
椎
葉
村
勢
の
４
連

覇
と
県
大
会
へ
の
出
場
を
か
け
、
11
部
、
７
部
、
２

部
が
挑
む
。
大
会
は
８
月
２
日
。
ま
だ
ま
だ
続
く
、

男
た
ち
の
熱
い
夏
。

椎
葉
村
消
防
操
法
大
会

（
７
月
５
日
・
椎
葉
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

11
部
が
４
年
ぶ
り
優
勝
！

優勝　11部（尾前）

２位 ７部
（大河内）

３位 ２部
（上椎葉・栂尾）

火
消
し
人
魂
！



アフリカ太鼓のフォリカンが、観客を巻き込み愉快にダンス。あちらこちらで大騒ぎ。 ７月20日・栂尾（尾崎）小丸川河川敷

小
丸
川
源
流
ま
つ
り

小
さ
な
地
区
の
大
き
な
ま
つ
り

　

清
流
生
ま
れ
る
こ
の
場
所
は
、
小
丸
川

の
源
流
の
地
。
人
口
46
人
の
栂
尾
地
区
。

い
つ
も
は
静
か
な
山
里
も
、
こ
の
日
ば
か

り
は
別
世
界
。
集
ま
っ
た
の
は
５
０
０

人
。
な
ん
と
日
頃
の
10
倍
以
上
。
自
然
を

求
め
て
や
っ
て
来
た
。
イ
ベ
ン
ト
め
あ
て

に
や
っ
て
来
た
。
子
ど
も
も
大
人
も
一
緒

に
な
っ
て
、
ヤ
マ
メ
を
追
っ
た
つ
か
み
取

り
。
仲
間
集
ま
り
座
を
組
ん
で
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
に
舌
つ
づ
み
。
地
元
の
太
鼓
に
ア

フ
リ
カ
太
鼓
、
歌
っ
て
踊
っ
て
輪
に
な
っ

て
、
会
場
い
っ
ぱ
い
あ
ふ
れ
る
笑
顔
。
災

害
受
け
た
会
場
が
、
変
わ
り
果
て
た
会
場

が
、
み
ん
な
の
力
で
よ
み
が
え
り
、
さ
ら

に
大
き
な
ま
つ
り
と
な
っ
た
。
小
さ
な
集

落
、
栂
尾
地
区
。
大
き
く
広
が
る
、
地

域
の
輪
。
ど
こ
に
も
負
け
な
い
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
。

� Public Relations of  SHIIBA 2008（H20）８月号
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むらのできごと

▲熱心に耳を傾けるみなさん。今回のご意見が、今後の
行政に生かされます。（６月23日・栂尾の館）

地域づくり懇談会で活性化
　

行
政
や
各
種
団
体
が
地
域
の
意
見

や
要
望
を
聞
く
懇
談
会
。
村
内
10
地

区
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
み
な
さ
ん

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

▲注射は一瞬。飼い主そっくりのワンちゃんもたくさん
いました。（７月７日・開発センター）

犬の登録と狂犬病予防注射
　

村
内
を
巡
回
し
て
行
わ
れ
た
犬
の

登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
。
登
録
は

犬
の
一
生
に
一
度
、
注
射
は
毎
年
実

施
。こ
れ
が
犬
を
飼
う
ル
ー
ル
で
す
。

▲花器の大小に合わせ向きや長さのバランスを調整。で
きあがりに大満足です。（７月17日・椎葉小学校）

生け花で室町時代の文化を体験
　

飛
鳥
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
生
け

花
の
起
源
。
池い

け
の
ぼ
う坊
と
し
て
室
町
時
代

に
確
立
。
社
会
科
の
授
業
で
学
習

し
、実
際
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

▲花の名前を詳しく説明。
　講師は椎葉テルヨさん（上椎葉上２）

▲黒木忠さん（横野）が勝ちどきコール。みんなで一緒
に「ガンバロー！」。（７月18日・開発センター）

目指せ優勝！ 郡大会の結団式
　

今
年
の
郡
民
体
育
大
会
（
８
月
24

日
）
は
椎
葉
村
が
開
催
地
。
地
元
で

の
２
年
ぶ
り
の
優
勝
を
目
指
し
、
結

団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲中瀬秀樹さん（臼杵俣）が選手宣誓
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むらのできごと

▲役場での離任式。しっかりと覚えた日
本語で、お別れのあいさつをしました。

　（７月24日・役場）

ケ
ビ
ン
先
生
さ
よ
う
な
ら

　

外
国
語
指
導
助
手
の
ケ
ビ
ン
先
生
。
１

年
間
の
勤
務
を
終
え
、
母
国
ア
メ
リ
カ
へ

と
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。

▲日向地区保護司会の椎葉支部長・黒木
勝実さんより副村長へ手渡されまし
た。（７月２日・村長室）

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
目

指
し
、
７
月
を
強
調
月
間
と
し
て
「
法
務

大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
伝
達
し
ま
す
。

▲住民みんなが集まって、役割分担、材
料集め。七夕飾りを作りました。

　（７月６日・上椎葉）

七
夕
で
心
を
ひ
と
つ
に

　

高
齢
者
自
立
支
援
の
館
「
し
ゃ
く
な
げ

荘
」。
子
ど
も
の
頃
の
よ
う
に
七
夕
様
の
歌

を
う
た
い
、
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

▲平家大いちょう太鼓のメンバーから村
長へ寄付金が手渡されました。

　（７月10日・村長室）

太
鼓
の
収
益
を
村
へ
寄
付

　

５
月
に
開
催
さ
れ
た
太
鼓
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ラ
イ
ブ
「
鼓

つ
づ
み
宴え

ん

」。
収
益
金
が
村

社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▲多くの枝葉が残され、山の地肌がむき出しとなった　
木材の搬出現場。（６月・12日・桑の木原）

台風の季節！　災害に注意！

▲「民俗学発祥之地」と記された記念碑の前で写真を撮
る参加者（７月21日・史跡「中瀬淳村長邸」）

足跡たどる「柳田国男100年の旅」
　民俗学者の柳田国男が椎葉に訪れたのは明治41
年７月。今からちょうど100年前。翌年発表された

「後
のちのかりことばのき

狩詞記」は日本民俗学の出発点といわれ、本村
が民俗学の宝庫として注目されるきっかけとなりま
した。今回、100年目を記念して「霧立越の歴史と
自然を考える会」がイベントを計画。県内外から集
まった約50人の参加者が、柳田国男と同じコースで
村内ゆかりの地を巡り、椎葉の暮らしや伝承文化の
奥深さを体験しました。

　近年、木材搬出の際に残った枝葉を一ヶ所に置い
たままにしているのをよく見かけます。山林崩壊の
要因となり、これからの台風シーズンがとても心配
です。搬出の時は適正に処理し、災害につながらな
いよう安全対策を充分にとりましょう。
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第44回 宮崎県
スポーツ少年団中央大会入賞おめでとう！

【
椎
葉
中
学
校
】

■
野
球
（
４
チ
ー
ム
）

　

男
子　

準
優
勝

■
バ
レ
ー（
５
チ
ー
ム
）

　

女
子　

予
選
敗
退

■
剣
道（
各
２
チ
ー
ム
）

　

男
子　

準
優
勝

　

女
子　

準
優
勝

■
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　

男
子
ダ
ブ
ル
ス

　
　

２
位　

黒
木
一
輝

　
　
　
　
　

椎
葉
康
文 

　
　
　
　
　
　
　

ペ
ア

■
卓
球
（
３
チ
ー
ム
）

　

女
子
団
体　

優
勝

　

女
子
個
人

　
　

４
位 

椎
葉
ひ
か
り

■
陸
上
※
３
位
入
賞
者

男　

子

　
（
共
通
走
幅
跳
）

　
　

３
位 
椎
葉
光
基

　
（
共
通
三
段
跳
）

　
　

１
位 

那
須　

俊

　
　

３
位 

椎
葉
淳
平

　
（
共
通
砲
丸
投
）

　
　

１
位 

右
田
広
大

　
（
低
学
年
リ
レ
ー
）

　
　

３
位

　
（
共
通
リ
レ
ー
）

　
　

３
位

女　

子

　
（
１
年
１
０
０
ｍ
）

　
　

１
位 

椎
葉
夕
里
香

　
（
２
年
１
０
０
ｍ
）

　
　

１
位 

那
須
結
香

　
　

３
位 

中
竹
美
紀

　
（
３
年
１
０
０
ｍ
）

　
　

３
位 

那
須
絵
理
夏

　
（
１
・
２
年
80
ｍ
Ｈ
）

　
　

１
位 

椎
葉
千
文

　
（
共
通
１
０
０
ｍ
Ｈ
）

　
　

２
位 

那
須
千
鶴

　
　

３
位 

椎
葉
ひ
か
り

　
（
１
年
８
０
０
ｍ
）

　
　

３
位 

椎
葉
ひ
か
り

　
（
２
年
８
０
０
ｍ
）

　
　

２
位 

尾
前
佳
奈
江

　
（
３
年
８
０
０
ｍ
）

　
　

２
位 

尾
前
は
る
な

　
（
共
通
２
０
０
ｍ
）

　
　

１
位 

尾
前
佳
奈
江

　
（
共
通
走
高
跳
）

　
　

１
位 

椎
葉
千
文

　
（
共
通
走
幅
跳
）

　
　

２
位 

那
須
千
鶴

　
　

３
位 

尾
前
瑞
希

　
（
低
学
年
リ
レ
ー
）

　
　

１
位

　
（
共
通
リ
レ
ー
）

　
　

２
位

【
松
尾
中
学
校
】

■
卓
球
（
３
チ
ー
ム
）

　

女
子
団
体　

３
位

　

男
子
個
人

　
　

優
勝 

鹿
瀬
竣
介

　

女
子
個
人

　
　

優
勝 

出
口
真
樹

　
　

３
位 

鹿
瀬
晴
妃

■
陸
上
※
３
位
入
賞
者

男　

子

　
（
１
年
１
５
０
０
ｍ
）

　
　

３
位 

那
須
拓
哉

　
（
３
年
１
５
０
０
ｍ
）

　
　

２
位 

甲
斐
駿
星

　
（
共
通
４
０
０
ｍ
）

　
　

１
位 

甲
斐
優
太

　
（
共
通
８
０
０
ｍ
）

　
　

１
位 

甲
斐
駿
星

　
　

３
位 

甲
斐
優
太

　
（
共
通
３
０
０
０
ｍ
）

　
　

２
位 

中
村
勇
貴

女　

子

　
（
１
年
１
０
０
ｍ
）

　
　

３
位 

児
玉
来
夢

　
（
３
年
８
０
０
ｍ
）

　
　

３
位 

甲
斐
千
明

　
（
共
通
２
０
０
ｍ
）

　
　

２
位 

甲
斐
奈
菜

　
　

３
位 

那
須
悠
理

　
（
共
通
走
幅
跳
）

　
　

１
位 

甲
斐
千
明

　
（
共
通
砲
丸
投
）

　
　

２
位 

那
須
悠
理

　

夏
の
中
学
校
総
合
体
育
大
会
の
出
場
権
を

か
け
、各
競
技
の
予
選
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
臼
杵
地
区

　

中
学
校
総
合
体
育
大
会

と
き
：
６
月
14
日
（
陸
上
20
日
）

▲卓球での椎葉中と松尾中の生徒の試合
　（松尾中学校体育館）

　現在、県内でスポ少（剣道）に登録しているの

は103団体。その中を勝ち抜いた各地区の強豪17

チームによる試合が行われ、予選１位（２勝）で

決勝トーナメントへ進出。準決勝では三股に１−

２で惜しくも敗れたものの、県で３位というすば

らしい結果となりました。（７月21日・宮崎市）

椎葉少年剣道　県で堂々の３位！

　卓球を始めてわずか４

年目の大河内小。個人の

部で３人が見事３位入賞

を果たしました。

（７月12日・宮崎市）

大河内小
　卓球スポーツ少年団
団体と個人で３位入賞！
男子団体　３位
男子個人低学年
　３位 右田晶弘（４年）
女子団体　３位
女子個人低学年
　３位 椎葉日菜（４年）
女子個人高学年
　３位 平井優衣（５年）
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椎葉平家まつり
2008

暑い夏も元気に！健康
レシピ

オレンジムースゼリー 【材料】※プリン型（小）15〜18個分

⑨

エネルギー：103kcal、たんぱく質：2.3g、脂質：6.1g、
塩分：0.1g、カルシウム：25mg、ビタミンＣ：13mg

　椎葉村の秋を彩る一大イベント「椎葉平家まつり」が、
今年も盛大に開催されます。現在、出演者の調整やパ
レードの参加者募集、役員配置や日程調整など、まつり
へ向けての準備が着々と進められています。
　なお、村内５ヶ所で行われたＰＲポスターの選定投票
の結果、左のポスターが13点の中から選ばれました。今
後村内外に掲示され、イベントのＰＲを行います。数に
限りがありますが、ポスターを掲示していただける方は、
問い合わせ先までご連絡ください。
※ただし、送付希望の方は送料受取人払いとさせていた

だきます。

ＰＲポスター決定

■　問い合わせ先　■
「椎葉平家まつり」実行委員会事務局（役場総務課）

☎０９８２−６７−３２０３

7日（金）〜9日（日）開催

　暑さで夏バテになっていませんか。食欲の低
下するこの時期は量より質が大切。消化のよい
たんぱく質やビタミンＢ１（胚芽、玄米、ごま、
のり、豚肉、レバー、魚など）、ビタミンＣ（新
鮮な野菜や果物など）をしっかりとりましょう。

ひ
ん
や
り
お
や
つ
で

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を

と
り
ま
し
ょ
う
！

役場 福祉保健課

黒木 美郷 管理栄養士

牛乳…１カップ（200cc）
生クリーム
　　…１カップ（200cc）
卵　…１個

Ａ Ｂ

【作り方】

① Ａをよく混ぜる。

② Ｂを鍋に入れて中火にかけながら混ぜる。

③ 砂糖、ゼラチンが溶けたら①を少しずつ加えながら混ぜ、

沸騰させる。

④ 型に入れあら熱をとり冷蔵庫で冷やす。

※きれいな２層に仕上げるポイントは、沸騰させることです！

※オレンジジュース以外のお好きなジュースでもできます♪

100％オレンジジュース
　　…２・１/２カップ（500cc）
ゼラチン
　　…大さじ１・小さじ２（15g）
砂糖…80g

11月
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椎葉
晃充
村長の

７月の
動き

▲村消防操法大会で
　大会長あいさつ
　（５日）

１
日　

県
知
事
要
望
活
動
（
宮
崎
市
）

３
日　

県
実
行
委
員
会
原
水
禁
行
進
団
訪

問
（
村
長
室
）

　
　
　

九
州
ハ
イ
ラ
ン
ド
総
会（
山
都
町
）

４
日　
生
涯
学
習
推
進
本
部（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

庁
議
（
役
場
）

５
日　

村
消
防
操
法
大
会

　
　
　
　
（
椎
葉
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

６
日　

八
代
市
泉
町
と
の
交
流
会

　
　
　
　
（
八
代
市
・
旧
泉
村
）

７
日　

国
要
望
活
動
（
〜
８
日
・
東
京
都
）

８
日　

国
土
調
査
推
進
協
総
会（
宮
崎
市
）

９
日　
日
向
地
区
原
水
禁
行
進
団
訪
問（
村
長
室
）

12
日　

福
岡
鈴
の
音
会
（
福
岡
市
）

14
日　

東
九
州
自
動
車
道
整
備
促
進
決
起

大
会
（
延
岡
市
）

15
日　

県
防
災
会
議
・
国
民
保
護
会
議

　
　
　
　
（
〜
16
日
・
宮
崎
市
）

16
日　

市
町
村
総
合
事
務
組
合
業
務
調
査

　
　
　
　
（
〜
18
日
・
長
崎
市
）

18
日　
郡
民
体
育
大
会
結
団
式（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

20
日　

小
丸
川
源
流
ま
つ
り
（
栂
尾
）

22
日　

郡
町
村
会
政
務
調
査

　
　
　
　
（
〜
24
日
・
岩
手
県
）

25
日　

緑
資
源
機
構
総
会
（
宮
崎
市
）

　
　
　

林
野
庁
長
官
来
村（
〜
26
日
・
村
内
）

27
日　

郡
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
大
会
（
村
体
育
館
）

28
日　

１
市
２
町
２
村
の
首
長
、日
向
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
見
学
（
日
向
市
）

30
日　

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
み
や

ざ
き
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
訪
問（
村
長
室
）

久
住
高
原
の
唄
日
本
一
大
会

宇
賀
邦
雄
さ
ん
が
優
勝

　

６
月
15
日
、
大
分
県
竹
田
市
で
行
わ
れ

た「
第
11
回
久
住
高
原
の
唄
日
本
一
大
会
」

に
お
い
て
、初
出
場
の
宇
賀
邦
雄
さ
ん（
上

椎
葉
下
１
）
が
日
本
一
に
輝
き
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
は
４
部
門
に
２
２
４
人
が

エ
ン
ト
リ
ー
。
優
勝
し
た
の
は
83
人
が
出

場
し
た
壮
年
の
部
で
、
県
内
の
名
曲
民
謡

６
大
会
の
制
覇
に
次
い
で
、
自
身
７
つ
目

の
日
本
一
と
な
り
ま
し
た
。

　

宇
賀
さ
ん
の
今
後
の
目
標
は
、
九
州
各

県
の
民
謡
大
会
に
出
場
し
優
勝
す
る
こ
と
。

ま
た
、
今
年
度
よ
り
村
民
謡
会
の
会
長
に

就
任
し
、
７
月
よ
り
週
１
回
の
民
謡
教
室

を
開
催
し
て
お
り
、
昨
年
「
ひ
え
つ
き
節
」

日
本
一
大
会
で
12
年
ぶ
り
に
地
元
優
勝
を

果
た
し
た
椎
葉
ア
ス
エ
さ
ん
に
続
け
と
、

地
元
の
底
上
げ
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

椎
葉
村
人
権
擁
護
委
員

　

椎
葉
吉
人
さ
ん
が
再
任

　

本
村
の
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
椎
葉
吉

人
さ
ん
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
が
２

期
目
と
な
り
、
任
期
は
７
月
１
日
か
ら
の

３
年
間
で
す
。

　

今
後
は
同
委
員
の
甲
斐
昭
利
さ
ん
（
旧

岩
屋
戸
）、
古
川
ア
ヤ
子
さ
ん
（
尾
田
山

中
）
と
と
も
に
、
本
村
の
人
権
に
関
す
る

意
識
高
揚
を
図
り
な
が
ら
、
人
権
問
題
に

対
す
る
相
談
員
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
と
は

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱

し
た
民
間
の
人
た
ち
で
す
。こ
の
制
度
は
、

日
ご
ろ
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
行
っ
て

い
る
民
間
の
人
た
ち
が
、
地
域
の
中
で
人

権
思
想
を
広
め
、
人
権
侵
害
が
起
き
な
い

よ
う
に
見
守
り
、
人
権
を
擁
護
し
て
い
く

こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
考
え
か
ら
設
け

ら
れ
た
、
諸
外
国
に
も
例
を
み
な
い
制
度

で
す
。

地
域
農
業
の
振
興
に
貢
献

　

椎
葉
公
男
さ
ん
を
表
彰

　

７
月
16
日
、
延
岡
市
で
行
わ
れ
た
第
39

回
東
臼
杵
地
区
土
地
改
良
協
議
会
通
常
総

会
に
お
い
て
、
椎
葉
公
男
さ
ん
（
64
歳
・

合
戦
原
）
が
土
地
改
良
協
議
会
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

椎
葉
公
男
さ
ん
は
、
平
成
８
年
度
に
計

画
し
翌
年
度
に
中
山
間
地
域
総
合
農
地
防

災
事
業
合
戦
原
地
区
と
し
て
新
規
採
択
さ

れ
た
事
業
計
画
実
施
推
進
に
あ
た
り
、
当

地
区
の
協
議
会
長
と
し
て
、
関
係
機
関
と

の
調
整
連
携
や
地
元
同
意
取
得
に
昼
夜
を

問
わ
ず
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
18
年
度
の
事
業
竣
工
後
も
、
施
設
の

維
持
管
理
や
、
協
議
会
員
の
ま
と
め
役
と

し
て
現
在
も
会
長
を
続
け
る
と
と
も
に
、

自
ら
も
模
範
的
な
農
業
経
営
者
と
し
て
地

域
農
業
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲初出場で優勝を果たした宇賀さん。部
屋にはこれまで獲得したたくさんのト
ロフィーが並んでいます。

椎葉 吉人 さん

（53歳・向山日添）

▲総会に出席し表彰を受け取る
　椎葉公男さん
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昔
、
椎
葉
の
上う

え

松
尾
と
い
う
ム
ラ
に
「
松
尾

コ
ウ
ノ
神
※
①
」
と
い
う
男
の
神
様
が
住
ん
で

お
っ
た
。
そ
し
て
同
じ
椎
葉
の
夜
狩
内
と
い
う

ム
ラ
に
は
「
森
カ
ク
ラ
姫
※
②
」
と
い
う
女
の

神
様
が
住
ん
で
お
っ
た
そ
う
な
。
松
尾
に
は
尾

根
伝
い
に
道
が
つ
い
て
お
っ
て
、
上
松
尾
の

天と
っ
ぺ
ん辺
の
笹
の
峠
（
１
３
４
０
・
４
ｍ
）
か
ら
、

南
郷
村
の
神み

か
ど門
に
通
じ
る
道
が
あ
っ
て
、
松
尾

の
者
は
み
ん
な
、
険け

ん

阻そ

な
そ
の
峠
道
を
凌し

の

い
で

神
門
に
出
掛
け
て
、
用
を
足
す
や
ら
、
駄
賃
付

け
を
し
て
お
っ
た
。

　

あ
る
日
の
こ
と
、
た
ま
た
ま
コ
ウ
ノ
神
と
森

カ
ク
ラ
姫
と
が
、
神
門
か
ら
帰
り
に
一
緒
に

な
っ
て
、
二
人
連
れ
で
笹
の
峠
を
越
え
て
、
松

尾
の
側
に
四
丁
ほ
ど
下
っ
た
所
に
あ
っ
た
大
け

な
栂つ

が

の
木
の
所
ま
で
来
て
、
そ
の
根
元
に
腰

を
下
ろ
し
て
休
ん
じ
ょ
っ
た
。
森
カ
ク
ラ
姫

は
、
た
い
へ
ん
器
量
の
よ
い
美
し
い
女
の
神
様

じ
ゃ
っ
た
。そ
れ
に
比
べ
て
コ
ウ
ノ
神
の
方
は
、

流は
や
り
や
ま
い

行
病
の
疱ほ

う

瘡そ
う

を
患
っ
て
、
顔
い
っ
ぱ
い
痘あ

ば
た痕

が
あ
っ
て
、
あ
ま
り
良
い
男
で
は
な
か
っ
た
そ

う
な
。
じ
ゃ
が
、
コ
ウ
ノ
神
は
、
森
カ
ク
ラ
姫

に
惚ほ

れ
込
う
で
し
も
う
と
っ
た
。
そ
れ
で
二
人

連
れ
で
栂
の
木
の
根
元
で
休
ん
じ
ょ
っ
た
と
き

「
俺
の
嫁よ

め

御ご

に
な
っ
て
く
れ
ん
か
」
ち
て
頼
み

こ
う
だ
。
し
た
け
れ
ど
も
、男
前
が
悪
い
の
で
、

森
カ
ク
ラ
姫
は
、
な
か
な
か
よ
い
返
事
を
せ
ん

か
っ
た
。
す
る
と
コ
ウ
ノ
神
は
「
俺
が
法
文
を

結む
す

う
で
、
こ
の
山
の
中
の
狼

お
お
か
みを
集
め
て
、
姫
を

餌え
じ
き食
に
し
て
や
る
」
ち
て
言
う
て
、
法
文
を
結

ん
だ
。
す
る
と
山
の
中
か
ら
狼
の
群
れ
が
い
っ

ぱ
い
や
っ
て
来
て
、
二
人
に
襲
い
か
か
っ
た
。

コ
ウ
ノ
神
と
森
カ
ク
ラ
姫
と
は
、
枝
振
り
の
よ

い
大
け
な
栂
の
木
の
上
に
逃
げ
登
っ
て
い
っ

た
。
狼
の
群
れ
は
、先
頭
の
狼
の
背
中
に
乗
り
、

背
中
に
乗
り
し
て
次
々
上
が
っ
て
来
て
、
今
に

も
二
人
は
、
狼
に
食
わ
れ
そ
う
な
と
こ
ろ
ま
で

上
が
っ
て
来
た
。
森
カ
ク
ラ
姫
は
「
も
う
嫁
御

に
な
る
か
ら
、許
し
て
賜た

も

う
れ
」
ち
て
言
う
た
。

そ
れ
で
コ
ウ
ノ
神
は
、
法
文
を
解
い
て
、
狼
を

追
い
払
っ
た
。
そ
の
栂
の
木
を「
夫
婦
栂
※
③
」

ち
て
言
う
。
今
は
そ
の
栂
の
木
は
無
い
が
、
地

名
だ
け
「
夫
婦
栂
」
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
コ

ウ
ノ
神
は
上
松
尾
の
ム
ラ
の
氏
神
と
し
て
、
今

も
松
尾
大
明
神
と
し
て
祭
ら
れ
て
お
る
。
森
カ

ク
ラ
姫
は
夜
狩
内
の
ム
ラ
の
氏
神
と
し
て
祭
ら

れ
て
お
る
。
二
つ
の
神
社
は
一
里
ば
か
り
離
れ

て
い
る
が
、
向
か
い
あ
っ
て
建
っ
て
い
る
。

（
聞
き
手　

椎
葉
村
教
育
委
員
会 
右
田
邦
子
・

西
南
学
院
大 

山
中
耕
作
）

※
① 

松
尾
コ
ウ
ノ
神 

＝ 

「
松
尾
」
と
い
う
が
、

遠
来
の
神
。
こ
と
に
よ
る
と
、
そ
れ
を

奉
ず
る
験
者
。

※
② 

森
カ
ク
ラ
姫 

＝ 

山
の
狩
り
場
の
神
。「
カ

ク
ラ
」
は
、
小
学
館
の
『
日
本
国
語
大

辞
典
』
の
よ
る
と
、
狩
猟
を
す
る
地
域

の
単
位
だ
と
い
う
。
例
え
ば
「
今
日
は

ふ
た
カ
ク
ラ
追
う
て
猪
を
一
頭
と
っ
た
」

な
ど
と
い
う
、
と
あ
る
。

※
③ 

夫
婦
栂 

＝ 

「
行
逢
坂
」
だ
ろ
う
か
。

　

松
尾
コ
ウ
ノ
神
の
弟
に
、
大
利
右
衛
門
ち
て

い
う
、
力

ち
か
ら

人じ
ん

が
お
っ
た
そ
う
じ
ゃ
。
も
う
働
き
者

じ
ゃ
っ
た
、
ち
て
い
う
わ
け
。
大
利
右
衛
門
は
八

頭
の
馬
を
飼
う
て
お
っ
た
。
毎
日
、
八
頭
の
馬
を

ひ
っ
ぱ
っ
て
、笹
の
峠
の
下
の
ド
ウ
カ
ン
ノ
に
登
っ

て
朝
草
を
切
り
よ
っ
た
。
じ
ゃ
が
大
利
右
衛
門
は

慌
て
者
。
あ
る
朝
の
こ
と
、
曲
が
っ
た
柄
を
間
違

え
て
、
草
を
切
る
鎌
と
思
う
て
、
臼
の
引
き
木
を

腰
に
差
し
て
、八
頭
の
馬
を
引
い
て
、も
う
朝
の
三

時
ご
ろ
か
ら
ド
ウ
カ
ン
ノ
に
登
っ
て
、
一
生
懸
命
、

朝
草
を
切
り
よ
っ
た
。
鎌
で
は
な
い
の
で
、
草
は

切
れ
ず
、
み
ん
な
根
か
ら
、
根
こ
ぎ
に
し
て
し
も

う
ち
ょ
っ
た
。
そ
れ
で
大
利
右
衛
門
は
、
今
日
の

鎌
は
切
れ
ん
が
、
ち
て
思
う
と
っ
た
。
夜
が
明
け

て
見
た
ら
、鎌
じ
ゃ
の
う
し
て
、臼
の
引
き
木
じ
ゃ

ち
て
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
こ
ろ
が
、
も
う
一

つ
も
草
は
抜
け
ん
じ
ゃ
っ
た
そ
う
な
。
そ
れ
で
も

夜
の
明
け
て
、鎌
で
な
い
と
気
が
付
く
ま
で
に
は
、

草
を
七し

ち
だ
か
た
ま

駄
門
※
①
も
抜
い
て
お
っ
た
そ
う
な
。

　

こ
の
大
利
右
衛
門
の
家
は
、
兄
の
松
尾
コ
ウ
ノ

神
が
、
耳
川
沿
い
の
筈は

ず

割わ

礼れ

※
②
か
ら
、
法
文
を

結
ん
で
、
そ
こ
の
河
原
石
を
大
利
右
衛
門
が
所
ま

で
、
ブ
ン
ブ
ン
い
う
て
飛
ば
し
上
げ
て
、
家
の
柱

石
に
し
て
や
っ
た
、
ち
て
い
う
話
も
あ
る
。
上
松

尾
の
松
岡
ス
ミ
ノ
さ
ん
の
お
宅
が
そ
れ
。
こ
こ
の

柱
石
は
山
石
で
は
な
い
。
立
派
な
大
け
な
ツ
ル
ッ

ツ
ル
の
河
原
石
を
柱
石
に
し
て
建
っ
て
お
る
。
な

か
な
か
の
旧
家
で
、
大
利
右
衛
門
の
実
家
じ
ゃ
。

（
聞
き
手　

椎
葉
村
教
育
委
員
会 

右
田
邦
子
・

西
南
学
院
大 

今
泉
朋
子
）

※
① 

七
駄
半 

＝ 
一
駄
は
馬
一
頭
分
。
馬
の
背

の
左
右
に
草
を
三
束
ず
つ
都
合
六
束
運

ば
せ
る
。
半
は
三
束
。
こ
の
朝
、
大
利

右
衛
門
は
夜
明
け
か
ら
四
五
束
も
草
を

引
き
抜
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

椎
葉
の
民
話
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「
夫み

ょ
う
と婦

栂つ
が

」

語
り
手　

那
須 

英
一 
さ
ん（

水
越
）

昭
和
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

※
② 

筈
割
礼 

＝ 

海
抜
４
０
０
ｍ
く
ら
い
か
。

す
る
と
、
椎
葉
ダ
ム
と
同
じ
高
さ
。
松

岡
ス
ミ
ノ
さ
ん
の
お
宅
が
海
抜
７
０
０

ｍ
く
ら
い
だ
か
ら
、
コ
ウ
ノ
神
は
、
柱
石

に
す
る
た
め
、
大
き
な
河
原
石
を
た
く

さ
ん
、
３
０
０
ｍ
も
の
高
さ
を
法
力
で

投
げ
上
げ
た
こ
と
に
な
る
。
松
尾
の
草

分
け
の
有
り
難
い
神
様
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　

大
字
松
尾
は
椎
葉
村
の
東
部
。
二
四
集
落
、

２
７
０
余
戸
。
人
口
７
４
０
余
人
の
、
穏
や
か

な
地
区
で
あ
る
。
雪
が
少
な
く
、
比
較
的
温
暖

で
、
目
に
染
む
緑
の
山
々
を
畳
み
あ
げ
て
、
遠

く
遥
か
な
山
脈
に
広
が
っ
た
大
森
林
の
中
に
、

豊
か
な
田
圃
が
見
え
隠
れ
す
る
。１
０
０
年
前
、

柳
田
国
男
翁
が
椎
葉
入
り
し
た
と
き
、
南
郷
村

の
神
門
か
ら
笹
の
峠
を
越
え
て
下
松
尾
の
松
尾

庄
屋
に
泊
ま
っ
た
。
こ
の
松
尾
庄
屋
の
庭
に

は
、
宮
崎
県
指
定
の
天
然
物
の
大
イ
チ
ョ
ウ
が

あ
る
。
高
さ
30
ｍ
。
幹
の
周
り
６
・
２
ｍ
。
樹

齢
は
７
０
０
年
。
松
尾
の
人
々
は
、
こ
の
大
イ

チ
ョ
ウ
の
葉
の
色
具
合
を
見
な
が
ら
農
作
業
を

進
め
て
き
た
。
秋
に
は
落
ち
葉
が
黄
色
い
絨

じ
ゅ
う
た
ん毯

の
よ
う
に
散
り
敷
い
て
色
鮮
や
か
だ
と
い
う
。

　

笹
の
峠
は
今
、
小
公
園
の
よ
う
に
整
備
さ
れ

て
い
る
。
小
さ
い
記
念
碑
も
建
っ
て
い
る
。
最
後

の
崖
を
登
る
細
道
が
、
昔
の
人
た
ち
の
さ
ま
ざ

ま
の
思
い
を
運
ん
だ
か
と
思
う
と
、
何
か
胸
が

痛
く
な
る
思
い
が
す
る
。
天
気
の
よ
い
日
に
は
、

峠
か
ら
延
岡
の
旭
化
成
の
工
場
が
見
え
る
。
そ

し
て
、太
平
洋
が
望
見
で
き
る
の
も
す
ば
ら
し
い
。

　

笹
の
峠
か
ら
松
尾
側
に
約
５
０
０
ｍ
下
っ
た

上
松
尾
と
五ご

百ひ
ゃ
く

地じ

の
別
れ
道
に
、
夫
婦
栂
の

あ
っ
た
跡
が
あ
る
。
今
は
「
夫
婦
栂
」
の
地
名

だ
け
で
、
栂
は
残
っ
て
い
な
い
。
杉
が
植
林
さ

れ
て
い
て
、
今
は
想
像
す
べ
く
も
な
い
の
は
残

念
な
こ
と
だ
が
、
こ
こ
に
も
鶴
富
姫
と
大
八
郎

の
よ
う
な
、
大
恋
愛
の
伝
説
が
あ
っ
た
か
と
思

う
と
楽
し
い
。「
行
逢
坂
」
の
伝
説
。

（
西
南
学
院
大
名
誉
教
授 

山
中
耕
作
）

「
大お

お

利り

右え

も

ん

衛
門
」

語
り
手　

那
須 

英
一 

さ
ん（

水
越
）

昭
和
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

椎
葉
の
散
歩
道



お 知 ら せ

Public Relations of  SHIIBA 1�2008（H20）８月号

３．最低賃金の適用除外規定が廃止
され、減額特例となりました。

４．派遣労働者には、派遣先の地域別
（産業別）最低賃金が適用されます。

５．最低賃金額の表示単位は、時間
額のみの表示となります。

■問い合わせ先
　宮崎労働局 労働基準部賃金室
　　☎０９８５−３８−８８３６
　厚生労働省ホームページ
　　http://www.mhlw.go.jp/

あなたが防ぐ電気事故
８月１日〜８月31日

電気使用安全月間
　「電気使用安全月間」は、広く一
般に電気使用の安全に関する理解を
深め、電気事故の未然防止を図るこ
とを目的に、毎年８月経済産業省主
唱により、電力会社をはじめ電気関
係諸団体が一体となって全国的に実
施されているものです。
●あなたのお家は大丈夫？日頃から

電気安全を心がけましょう
●自家用施設の電気事故は日頃の

チェックで防ぎましょう
●自然災害にそなえ、電気の安全に

努めましょう
■問い合わせ先
　九州電力（株）日向営業所
　　☎０１２０−９８６−７０２

ふるさとの集落に
名前を付けよう！

　宮崎県の県土を大きく占める中山
間地域。県土の保全、水源の確保、
食料の供給機能など、県民の生活を
守る重要な役割を果たしています。
そんな中山間地域の活気と意欲を高
め、希望よ呼び起こすため「元気な
集落づくり」に取り組む集落に対す
る「新たな呼び名」を募集します。
■応募資格
　宮崎県在住者、宮崎県出身者
　宮崎県を愛するすべての人
■応募内容　○○集落、○○の里な
どで「元気な集落づくりに取り組む
集落」の新たな呼び名
　※中山間地に関する前向きで明る

いイメージの名前で自作未発表

のもの
■応募方法
１．ハガキ、FAX、Eメール
２．作品の簡単な説明、住所、氏名
（ふりがな）、年齢、職業（学生は
学年も）、電話番号を明記

３．１通につき１点記入
　　　※１人何点でも可能
■応募締め切り　８月31日（日）
■表彰内容　最優秀賞　１点
　　　　　　優 秀 賞　２点
　（宮崎の特産品プレゼント）
　※当選者は氏名、住所（市町村名

のみ）が公表されます。
■応募・問い合わせ先
　宮崎県総合政策課
　　　中山間･地域対策室
　　「新たな呼称募集係」
　〒880-8501　宮崎市橘通東２-10-１
　　☎０９８５−２６−７０３６
　　ファックス０９８５−２６−７３３１

Ｅ メ ー ル：chusankan-chiiki@
pref.miyazaki.lg.jp

乾椎茸入札会の結果
　今回は下物が多い中、特用系の色
落ち品は春先の相場近くで取引さ
れ、その他も若干の値上げ傾向に
ありました。今後も現相場が続くと
思われますが、入札会に出される方
は十分な選別をし、特にジャミ、小

こ

葉
ば

、バレ葉については一緒に混ぜな
いようにしてください。
■期日　７月23日
　（次回入札会は９月10日）
■場所
　経済連椎茸流通センター（日向市）

【出品箱数】
　椎葉村　128箱
　全　体　352箱

【平均価格】
　椎葉村　4,217円
　全　体　4,299円

【高　　値】
　椎葉村　6,300円（香

こ う こ ち ゅ う ば

菇中葉）
　全　体　8,700円（冬

ど ん

菇
こ

上
じょう

）
■問い合わせ先
　役場 農林振興課 特用林産係
　　☎０９８２−６７−３２０６

子牛セリ市の結果
　今回のセリ市では、資料高騰によ
る購買者の買い控えなどの影響で、
前回より８万円、前年同期より17万
円ほど下がっています。生産者のみ
なさんは、親牛に野草を切って食べ
させたり、放牧地を利用するなど、
少しでも粗飼料を節約するようお願
いします。
■期日　７月18日・19日
■場所　延岡家畜市場（延岡市）

【出場頭数】
種　別 椎葉村 東臼杵

雌 40頭 393頭
去　勢 41頭 384頭
合　計 81頭 777頭

【平均価格】
種　別 椎葉村 東臼杵

雌 354,585円 361,865円
去　勢 370,291円 373,827円
合　計 362,535円 367,777円

※今回の椎葉村最高価格は
・雌　636,300円
　血統・平茂勝−安平−糸福
・去勢　527,100円
　血統・忠富士−日向国−上福
■問い合わせ先
　役場 農林振興課 畜産係
　　☎０９８２−６７−３２０６

自衛官（学生）を募集します！

■受 付 期 間　９月８日（月）〜９月30日（火）
■問い合わせ先　自衛隊 日向募集事務所 　☎０９８２−５２−６９１４
　　　　　　　　役場 総務課 消防交通係　☎０９８２−６７−３２０１

募　集　種　目 資　　　格 １　次　試　験

防 衛 大 学 生（男女） 高卒（見込含）21歳未満 11月15日（土）・16日（日）

防衛医科大学生（男女） 高卒（見込含）21歳未満 11月１日（土）・２日（日）

看　護　学　生（男女） 高卒（見込含）24歳未満 10月25日（土）



Shiiba Information

お知らせ
●椎葉村ホームページ
http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp
●椎葉村メールアドレス
shbwebm@vill.shiiba.miyazaki.jp

村内のうごき  ●７月１日現在
　男　　1,614人（−　5）
　女　　1,631人（−　6）
　計　　3,245人（−11）
世帯数　1,271戸（−　0）

Public Relations of  SHIIBA 1� 2008（H20）８月号

た家族全員が対象です。
　請求書等は、役場（福祉保健課）
の窓口にありますが、請求期限が平
成21年３月31日までとなっています
ので、未請求の方は早急に申請して
ください。
■問い合わせ先
　独立行政法人
　平和祈念事業特別基金
　　☎０１２０−２３４−９３３（無料）
　　（9：15 〜 17：15、土日祝日休）

８月は「人権啓発」の
強調月間です　　　　

　宮崎県では、夏休みや盆休みなど
で家族や友だちとのふれあいの機会
が多い８月を「人権啓発強調月間」
と定め、宮崎県人権啓発推進協議会

（本村も会員となってます）を中心
に、次ぎの事業をはじめとしてテレ
ビ、ラジオでのＣＭやポスターの掲
示、チラシの配布など各種の啓発事
業に取り組んでいます。
　人権問題は身近な問題です。一人
ひとりが日常生活の中で、人権に配
慮した態度や行動をとることが大切
です。ぜひ学校で、家庭で、地域で、
人権尊重の大切さや思いやりについ
て話し合ってみましょう。
■問い合わせ先
　宮崎県人権啓発推進協議会
　　☎０９８５−３２−４４６９
　役場 総務課 企画情報係
　　☎０９８２−６７−３２０

最低賃金法が変わりました
　賃金の低い労働者の労働条件を支
え、就業形態の多様化等の変化に対
応するための「改正最低賃金法」が
７月１日から施行。誰もが安心・納
得して、自らの能力を発揮しながら
働ける社会をつくります。
改正の５つのポイント
１．地域別最低賃金額を下回る賃

金を支払った場合の罰金額の上限
が、２万円から50万円に引き上げ
られました。

２．産業別最低賃金額を下回る賃金
を支払った場合の罰則の適用が変
わりました。

税の納期（８月分）
　納期限内に納めましょう。
・村（県）民税（２期）
・国民健康保険税（３期）
■納期限　　　９月１日
■口座振替日　８月26日
■問い合わせ先
　役場 税務住民課
　　☎０９８２−６７−３２０５

お気軽に「行政相談」へ
　行政に関する苦情や要望はござい
ませんか。お気軽にご相談ください。
■期日　８月12日（火）・９月９日（火）
　　　　　※毎月第２火曜日
■時間　8：30 〜 12：00
■場所　高齢者センター（上椎葉）
■問い合わせ先
　役場 総務課 行政係
　　☎０９８２−６７−３２０１

悩まずに「心配ごと相談」へ
　夫婦や家族のこと。お金のこと。
ちょっとしたトラブル。どんなこと
でもけっこうです。心の悩みをかか
えていませんか？ぜひご相談くださ
い。（電話でも対応いたします）
■期日　８月18日（月）・９月16日（火）
　　　　　※毎月第３月曜日
　（ただし、祝祭日の場合は翌日）
■場所　高齢者センター（上椎葉）
■問い合わせ先
　椎葉村社会福祉協議会
　　☎０９８２−６７−２２７５

「成年後見」の無料相談会
　司法書士による９月15日「全国一
斉成年後見相談会」の開催に合わせ、
次のとおり無料成年後見相談会を開
催いたします。

【相談できること】
　高齢者や障がい者に関する相談で
あれば、相談内容は制限ありません。
将来認知症などになったときに備え
て、公正証書で後見人を決めておく任
意後見契約についても相談できます。

【相談例】
・成年後見制度、任意後見契約、あ

んしんサポートって何？
・後見人を引き受けて欲しい
・手続が分からない
・施設・サービス・病院利用者の財

産管理、将来が不安になってきた
・訪問販売被害や借金（多重債務）
・私（親）が死んだら後子は？
・相続、遺言　ほかなんでも

【対象者】
　本人、家族、福祉関係者、病院関
係者、行政関係者 など
　※制限なし。ただし、来場前にお

電話ください。（当日も可）
【相談員】
　社会福祉士、精神保健福祉士、社
協専門員、司法書士、税理士 ほか
■日時　９月15日（月･祝）
　10：00 〜 15：00
　※この時間は無料相談
■相談の方法
　面接または電話
　　☎０９８５−２８−８５９９
■場　所
　宮崎市市民プラザ４階
　（宮崎市橘通西１丁目1-2）
■問い合わせ先
　リーガルサポートみやざき
　　☎０９８５−２８−８５９９

申請はお済みですか？
「特別慰労品の贈呈」

　恩給欠格者、戦後強制仰留者、引
揚者のご本人に対し、「特別慰労品」
を贈呈しています（ご遺族の方は対
象とはなりません）。「引揚者」は、
終戦の日まで引き続き１年以上外地
で生活していて、戦後引き揚げてき



Public Relations of  SHIIBA 1�2008（H20）８月号

カメラ さんぽ
中
学
生
が
職
場
体
験
　

椎
葉
中
学
校
の
１
・
２
年
生
が
村
内
の
職

場
で
体
験
学
習
。
働
く
こ
と
の
意
義
や
尊
さ

な
ど
を
学
ぶ
た
め
、
13
の
事
業
所
に
39
人
が

参
加
し
ま
し
た
。（
６
月
30
日
）

▲役場で職場体験をした２年生の椎葉勇治くんと椎葉
潤くん。オフトーク室を見学し、緊張しながらマイ
クを使って一日の感想を録音。

▲１年生の右田莉奈さん。アジサイの咲く平寿園で、
　入所者と一緒に庭の散歩。

▲宮崎銀行は１年生の甲斐智英さん。一万円札
の広げ方は、教わってもなかなかできません。

熱気みなぎる
女性パワー

　椎葉村婦人会の会員により行われた「女性
スポーツ祭」でのミニバレー大会。郡大会の
出場権をかけ、21チーム・132人が参加。熱戦
が繰り広げられました。（７月６日・村体育館）

【大会結果】

優勝　上椎葉Ａ（下区）

２位　鹿 野 遊（ハッピー）

３位　大河内Ａ

　〃　　尾 前 Ｃ

▲白熱した試合展開に好プレーや珍プレーが続出。

▲提供されたたくさんの賞品。
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春夏秋冬　まるごと椎葉

　色とりどりの短
たんざく

冊に、みんなが書いた願い事。夜空を見上げると
天の川。星空願う７月７日。織

おり

姫
ひめ

と彦
ひこ

星
ぼし

が、年に一度出会える日。
みんなの願いも叶

かな

うといいね。

（７月３日・上椎葉児童館、鹿野遊保育所）

願いを込めて七
たな ば た

夕飾り

種目別最高タイム　※ ☆＝県Ｂ標準記録突破

　　　　　　　　　※ ◎＝地区標準記録突破

【自由形】☆25ｍ男子 甲斐将聖（松尾小６年）18秒２

　　　　☆25ｍ女子 安藤有希（松尾小６年）18秒９

　　　　　50ｍ男子 尾前壱成（椎葉小６年）44秒７

　　　　◎50ｍ女子 尾前佐知（尾向小６年）45秒１

【平泳ぎ】　25ｍ男子 右田悠晶（小崎小５年）26秒５

　　　　　25ｍ女子 安藤有希（松尾小６年）28秒６

　　　　◎50ｍ男子 右田悠晶（小崎小５年）59秒６

　　　　◎50ｍ女子 尾前眞実（椎葉小６年）61秒３

【100ｍリレー】

　　　　◎椎葉小Ａチーム　83秒２

　　　　　（那須圭太・鈴木菜奈・吉持恵大・尾前壱成）

炎天下に水しぶき！
　村内の小学５・６年生が集まり、水泳教室と記録会
が行われました。　（７月23日・椎葉小学校プール）
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芸
歴
43
年
の
集
大
成
。
ざ
こ
ば
師

匠
の
人
生
が
ぎ
ゅ
っ
と
凝
縮
さ
れ
た

よ
う
な
、
大
阪
発
！ 

痛
快
！ 

泣
き

笑
い
エ
ッ
セ
イ
。
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

も
の
に
ツ
ッ
コ
ミ
ま
す
。

死
亡　

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

椎
葉　
　

泝 

様
（
桑
の
木
原
）
89
歳

甲
斐
今
朝
樹 

様
（
向
山
日
当
下
）
82
歳

河
村
ノ
ブ
ヱ 

様
（
岩
屋
戸
上
）
98
歳

香
典
返
し
（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

　

故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

椎
葉
ヤ
エ
子 

様
（
桑
の
木
原
）

（
故 

椎
葉　

泝 

様
）

甲
斐
ツ
ヤ
子 

様
（
向
山
日
当
下
）

　
（
故 

甲
斐
今
朝
樹 

様
）

戸
籍
だ
よ
り
（
６
月
届
出
分
）

１
日　

２
学
期
小
中
学
校
始
業
式

２
日　

予
防
接
種
（
三
種
混
合
）

４
日　

９
月
期
子
牛
育
成
共
進
会

　
　
　
　
（
延
岡
市
）

６
日　

県
青
年
大
会

　
　
　
　
（
〜
７
日
・
宮
崎
市
）

７
日　

敬
老
行
事
（
松
尾
）

９
日　

予
防
接
種
（
Ｍ
Ｒ
）

　
　
　

行
政
相
談（
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
）

11
日　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
定
例
会

　
　
　

２
歳
、
２
歳
６
ヶ
月
歯
科
健
診

13
日　

ひ
え
つ
き
節
日
本
一
大
会

　
　
　
　

予
選
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

14
日　

ひ
え
つ
き
節
日
本
一
大
会

　
　
　
　

決
勝
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

15
日　

敬
老
行
事
（
村
内
）

19
日　

子
牛
セ
リ
市

　
　
　
　
（
〜
20
日
・
延
岡
市
）

中
旬　

９
月
定
例
議
会

21
日　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
　
　
　
（
〜
30
日
）

　
　
　

家
庭
の
日（
毎
月
第
３
日
曜
日
）

　
　
　

中
学
校
体
育
大
会

28
日　

村
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
秋
季
大
会

30
日　

妊
婦
・
乳
児
相
談
、
乳
児
健
診

　
　
　

予
防
接
種
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
ポ
リ
オ
）

９
月
の
主
な
行
事
と

お
知
ら
せ

おすすめの１冊

BOOK  CORNER
開発センター
■問い合わせ先
　教育委員会
　☎0982−67−2850

図書室だより

『
桂
ざ
こ
ば
の 

ざ
っ
こ
ば
ら
ん
』

（
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ズ
）

著 

／ 

桂 

ざ
こ
ば

椎葉中 ３年

椎葉 夏
なつ

海
み

 さん

　

彼
氏
が
突
然
芸
能
人
に
な
っ
た
普
通

の
女
子
高
生
の
切
な
い
恋
愛
小
説
で

す
。
携
帯
小
説
で
読
み
や
す
い
の
で
、

ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

『
ド
ロ
ッ
プ
』

著 

／ 

陽
未
（
ス
タ
ー
ツ
出
版
）

椎葉中学校

椎葉中 ３年

那須 祐
ゆう

美
み

 さん

　

主
人
公
あ
す
か
の
成
長
が
生
き
生
き

と
描
か
れ
た
感
動
す
る
お
話
で
す
。
こ

の
本
を
読
ん
だ
あ
と
、
き
っ
と
命
の
大

切
さ
が
分
か
る
と
思
い
ま
す
。

『
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
』・

命
か
が
や
く
瞬と

き間

著 

／ 

青
木 

和
雄
（
金
の
星
社
）

　

あ
ま
り
の
暑
さ
に
ね
ず
く
ん
と
、

と
ら
く
ん
は
ぐ
っ
た
り
。
暑
さ
に
頭

に
き
て
、
扇
風
機
に
八
つ
当
た
り
。

蹴
飛
ば
し
ち
ゃ
っ
て
、
さ
ぁ
た
い
へ

ん
！　

ど
う
な
っ
た
か
な
？

『
ね
ず
く
ん 

と
ら
く
ん
の

　
　

あ
つ
い 

あ
つ
い 

あ
つ
い
』

（
福
音
館
書
店
）

著 

／ 

た
る
い
し 

ま
こ

椎葉中 教諭

猪
いの

股
また

 伸
のぶ

子
こ

 さん

　
「
模
倣
犯
」
か
ら
９
年―

宮
部
み
ゆ

き
の
長
編
小
説
で
す
が
、
子
を
想
う
親

の
愛
の
形
を
問
い
か
け
、
誠
実
に
生
き

る
価
値
を
見
直
す
物
語
で
す
。

『
楽
園
』（
上
）（
下
）

著 

／ 

宮
部 

み
ゆ
き
（
文
藝
春
秋
）
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俳
句
募
集
＝ 

ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

選
評
・
角　

光
雄
先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

▼
19
年
ぶ
り
に
ハ
ン
マ
ー
投
げ
の
試
合
に
出
場

し
ま
し
た
。
宮
崎
県
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
。

現
役
の
高
校
生
と
大
学
生
に
交
ざ
り
10
人
中
５

位
。
６
位
入
賞
の
目
標
を
何
と
か
果
た
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
▼
今
年
も
や
っ
て
き
た
暑
い
夏
。

４
年
に
１
度
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
。
椎
葉
で

は
郡
民
体
育
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
目
指
す
は

も
ち
ろ
ん
総
合
優
勝
。
個
人
種
目
に
も
出
場
す

る
の
で
、
こ
ち
ら
も
優
勝
目
指
し
と
言
い
た
い

と
こ
ろ
で
す
が
、
練
習
不
足
な
の
で
無
理
を
せ

ず
、
ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
と
準
備

運
動
を
し
て
、
疲
れ
な
い
よ
う
に
水
分
を
十
分

と
り
、
写
真
撮
影
を
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
リ
キ
）

編
集
後
記

E
d

ito
r's C

o
m

m
en

t

　

第
23
回
か
ど
が
わ
納
涼
花
火
大
会
で

は
、
日
向
灘
を
舞
台
に
約
４
，０
０
０
発

の
花
火
が
夏
の
夜
空
を
演
出
い
た
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
花
火
大
会
は
、
毎
年
皆
様
か
ら
の

協
賛
金
に
よ
っ
て
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
も
皆
様
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

■
日
時　

８
月
30
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
８
時
打
ち
上
げ
開
始

　
　
　
　

※ 

雨
天
順
延

■
場
所　

門
川
漁
港

◇
当
日
は
交
通
規
制
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

門
川
町
役
場 

産
業
振
興
課
商
工
係

　
　

☎
０
９
８
２―

６
３―

１
１
４
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
９
１
）

今
年
の
夏
も
門
川
の
夜
空
に

大
輪
の
花
が
咲
き
誇
り
ま
す
！

日
向
入
郷
広
域
情
報

門　

川　

町

《
特
選
》

彦
星
の
出
で
た
り
妻
の
誕
生
会	

那
須　
　

正

［
評
］
彦
星
は
牽
牛
星
の
こ
と
で
、
織
女
星
と
逢
う
日
の
七
夕
ロ
マ
ン
は
ご
承
知
の

と
お
り
。
掲
句
は
、
そ
の
日
が
奥
さ
ま
の
誕
生
日
と
い
う
。
と
た
ん
に
彦
星

は
作
者
自
身
と
連
想
さ
せ
る
。
な
ん
と
甘
さ
の
効
い
た
句
で
あ
る
こ
と
よ
。

夜
の
戸
を
引
く
孫
と
聞
く
青
葉
木
菟	

中
瀬　
　

汀

［
評
］
戸
締
ま
り
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
孫
と
「
い
ま
鳴
い
た
の
が
青
葉
木
菟
だ
よ
。

少
し
寂
し
い
声
だ
け
ど
」。
ホ
ー
ッ
、ホ
ー
ッ
、静
か
な
夜
の
、孫
と
お
爺
ち
ゃ

ん
と
の
二
言
、
三
言
。

夏
シ
ャ
ツ
の
師
に
再
会
す
タ
ー
ミ
ナ
ル	

黒
木
八
重
子

［
評
］
こ
の
句
は
宮
崎
空
港
で
の
私
の
こ
と
ら
し
い
。
八
重
子
さ
ん
は
多
忙
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
中
、
宮
崎
空
港
ま
で
来
て
く
だ
さ
っ
た
。
親
切
と
人
情
の
ぬ
く

も
り
を
い
た
だ
い
た
。
闊
遠
な
一
句
。

《
入
選
》

合
歓
の
木
の
や
さ
し
く
揺
れ
て
子
守
歌

山
本　

和
枝

草
花
の
雨
に
耐
え
お
り
晶
子
の
忌

　
　

〃

屋
根
越
し
の
風
の
涼
し
さ
昔
か
ら

椎
葉
シ
ヅ
子

朝
顔
や
早
起
き
朝
ご
は
ん
が
う
ま
い

戸
辺　

好
郎

病
む
吾
に
生
き
よ
生
き
よ
と
河
鹿
笛

小
八
重
知
津
子

荒
梅
雨
の
激
つ
水
門
椎
葉
ダ
ム

小
丸
川
河
童

青

々

と

螢

と

び

交

う

田

圃

道

那
須　

瑞
穂

あ
じ
さ
い
に
見
と
れ
て
一
日
雨
の
中

松
岡　

久
子

霽は

れ
て
き
て
山
の
か
ん
ざ
し
合
歓
の
花

森
山
や
す
子

今月の表紙  Cover Message
　

７
月
初
旬
に
行
わ
れ
る
消
防
操
法
大

会
。
毎
年
こ
の
時
期
は
、
６
月
の
田
植

え
や
体
力
づ
く
り
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

の
練
習
と
も
重
な
り
、
み
ん
な
大
忙
し

で
す
。
練
習
は
ほ
と
ん
ど
が
夜
間
に
行

わ
れ
、
何
度
も
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
ま

す
。
そ
し
て
本
番
。
特
に
初
め
て
の
大

会
で
は「
気
が
つ
け
ば
終
わ
っ
て
い
た
」

と
い
う
感
覚
で
し
た
。
繰
り
返
さ
れ
る

練
習
で
、
体
で
覚
え
る
。
消
防
団
員
は

１
分
１
秒
を
争
う
緊
急
事
態
が
起
き
た

と
き
こ
そ
、
そ
の
大
切
さ
が
分
か
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
小
型
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
」
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　クマツヅラ科クサギ属。真夏になると椎葉でも暑
い日が続きます。この時期、道路脇や林縁、放置さ
れて数年経った山畑等に、大きなハート型の葉を持
ち、径２㎝ほどの白い花が集まって咲いている低木
を見かけます。これがクサギで、名のとおり葉や枝
に触れると手が臭くぷーんと匂います。本村ではク
サギナと呼び、新葉は和えものや油炒めなどで親し
まれていますので、ご存じの方も多いことでしょう。
樹高は２〜４ｍ、幹の径は３〜５㎝で、時に15 〜
20㎝に達します。葉は薄く全縁で対生し、秋に黄葉
します。雌しべが長く突出した５裂の両性花を８〜
９月に開花し、径７〜８㎜の果実が秋に藍色に熟し、
周囲に残る萼

がく

は農赤紫色に美しく変化します。分布
は北海道南部からの日本全土と台湾、中国、朝鮮半
島です。先駆樹木として攪乱を受けた跡地にすぐ生
えてくる種の一つです。

（九州大学宮崎演習林　内海 泰弘・井上 晋）

クサギ
70

未来にはばたけ！

内
う つ み

海 由
よし

歩
ほ

 くん
（大河内・本郷）

平成18年６月23日生まれ

おとうさん：泰弘 さん
おかあさん：里花 さん

時々泣き虫の由くん、大きく
なったら一緒にお酒を飲もうね。

椎葉 みなみ ちゃん
（尾向・向山日当中）

平成18年７月18日生まれ

おとうさん：貴幸 さん
おかあさん：幸子 さん

アンパンマンが大好きな みな
み。優しく元気に大きくなっ
てね。

フェイス！
Face 
in August

（
26
歳
・
尾
前
上
）

勤
務
先
：（
有
）
栄
産
業

趣　

味
：
釣
り

　
　
　
　

消
防
の
ホ
ー
ス
巻
き
（
特
技
）
　暑い日が続き仕事も大変ですが、椎葉のため、尾向の
ため、会社のために頑張っています。少し大きい体です
が、ハートはとっても優しいんですよ !!　軽く、嫁さん
探しの旅にでもでようかなぁ（笑） 笑顔が自慢なので見
かけたときは声をかけてくださいね☆

尾お

前ま
え 

千ち

尋ひ
ろ 

さ
ん

黒木 克
か つ

郎
ろ う

 さん

（小崎・入子蒔）

笑顔のわ❻

福祉
作業所

　平成10年に４人でスタートした福祉作業所。現在は作業員11人と
職員３人。“楽しくはたらく”が名前の由来。毎日、農作業や木工作
業などに汗を流しています。月２回の食事会も楽しみ。アルミ缶を集
めているので、みなさんご協力をお願いします。
◎このコーナーでは、職場・各種グループ・スポーツサークルなどを紹介し、“笑顔の輪”を広げていきます。

今
日
の
お
昼
は

み
ん
な
で
食
べ
る

夏
野
菜
カ
レ
ー
！

「楽
らく

らく村
むら

」


